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「スポーツ」で
都市再生に成功

アメリカ中西部の田舎町

インディアナポリス

• 農業や車産業の衰退

• 都市部のスラム化

• 「スポーツ」を活用

インフラ整備

プロスポーツ誘致

本部の誘致 などAmateur Sports Capital



なぜ、「スポーツ」で
なければいけないのか？

他分野と何がどう違うのか？



「スポーツ」がもたらす多様な価値
▪ 経済
消費活動の活発化、雇用創出、高付加
価値の消費、賑わいづくり など

▪ 環境
エコフレンドリー、ユニバーサルデザイン、防
災機能の向上、場の環境改善 など

▪ 健康
心身の健康、ライフステージに応じた生活、
人間形成、幸福度の向上 など

▪ 交流
人材育成・教育機会の提供、人を巻き込
む、地域内外の交流創出、多様性 など

▪ ローカルブランド
国内外に向けた発信、地元の魅力発掘・
磨き上げ、シビックプライド など

経済

環境

健康交流

スポーツ

ローカル
ブランド

社会の持続可能性・
レジリエンスの向上

ウェルビーイング・
生活の質向上

地域社会の一体感・
ソーシャルキャピタ

ルの進化

（スポーツ庁，2025；「スポーツ・健康まちづくり 事例集」を参考に作成）https://www.mext.go.jp/sports/content/20250529-spt_stiiki-000040208_1.pdf



地域のスポーツ活動拠点の必要性



運動スポーツ実施に関わる多様な要素

有限責任監査法人トーマツ(2025)「女性のスポーツ実施促進に係る環境整備
等に関する研究事業報告書」pg.25から引用

• 地域での取り組み

• スポーツ活動拠点
の役割

• 優先順位の検討



日豪の女性スポーツ実施継続要因
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「社会的支援」におけるポイント
日本 オーストラリア
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環境でも特にハード面のニーズが高い

「情報」も重要なファクター

金銭的な「お手頃感」も後押しとなり得る



各地での取り組みから
見えてくるポイント



単発型 ⇒ 通年型

✓地域の雇用維持、繁忙期と閑散期の緩和
✓「非日常」を楽しむ⇒「日常」を楽しむへ



（スポコムかくだ，2025.12.17閲覧  https://www.spocom-kakuda.jp/playground ）

（LIVING仙台，2025.12.17閲覧  https://mrs.living.jp/sendai/s-townnews/article/4603990 ）

既存施設の拡充
✓資源の掛け合わせ、ターゲット層を意識



「非日常」と「日常」のバランス
✓用途の多様化



「境界線」をなくす
✓視界に入れる、敷居を下げる

非日常 日常

施設内 地域



新たな価値を生み出すためのヒント

増やす
標準に比べ大胆に増やすべき要素

減らす
標準と比べ思い切って減らすべき
要素

加える
他にはない付け加えるべき要素

削る
常識の範疇で取り除くべき要素

ブルー・オーシャン戦略（キム・モボルニュ, 2007: pg.51）の4つのアクションを参考に、

地域のスポーツ活動拠点における新たな価値提供の検討が可能



活動拠点を整備した「その後」



期間中の売り上げの変化

17%

63%

9%

11% 増加

変わらない

減少

不明・回答

しない

期間中のHP等の閲覧数

事業者の「肌感」

11%

55%

34%
増加

変わらない

不明・回答

しない

（地方都市において開催されたスポーツイベントを対象とした調査結果より）



数字の内訳、対象者の特性は？

参加型
競技志向

参加型
レク志向

観戦型
地元中心

観戦型
県外中心

消費額 4.4万円
(交通宿泊88％)

5.3万円
(飲食買い物46％)

1.1万円
（飲食26％）

4.9万円
(交通宿泊74％)

滞在日数 5.0泊
（県外100％）

2.0日
（県外100％）

1.1日
（県外30％）

2.3泊
（県外91％）

観光行動 駅周辺のみ
駅周辺＋市内＋
近郊エリア

駅周辺のみ／どこ
も行っていない

駅周辺＋市内＋
近郊エリア

同伴者 2.1人 0.4人 2.6人 2.3人

（地方都市において開催されたスポーツイベントを対象とした調査結果より）



「評価」と地域課題の解決

▪経済波及効果は参考値
スポーツ消費者の行動、地域の事業者の実情は？

▪多様な評価指標の検討
行動的変化、心理的変化、社会的変化

▪政策課題や最終目的との関連性
目指す姿、数値が示す「意味」を考える

スポーツ ？



軸は常に「地域の課題」

（文科省, 2023；「ロジックモデル」作成マニュアルpg3）
https://www.mext.go.jp/content/20230410-mxt_kanseisk01-100000155-3.pdf
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